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日光療法ハ只一部ノ人カラ注意セラレタタケテ今日 ノ掠 ニ出ニナツタノハ Ber・nharcf及Rollier
耐氏ノカデア凡。印チ Bernhard氏ハ190：.！年頃カラ瑞同ノ Sameden＝於テ外科的結核ノ日光
療法ヲ開始シ．次デ H.ol!isr氏ハコレエWIツテ瑞凶jJ Leysin ＝於テ同様ノ療法ヲ始メタ。而
シテコレヰハ高地ニ於ケル日光療法テ－；Iレカp l¥ isch L七年ハ！j~地ニ於テコレヲ行ヒ好決ヲ同様
アーグテ居ル。カクシテ日光療法ハ今ヤ各地ニ行ハレ良好ナルrrUNヲ県；クJレニポツ九





























(1895'rf), Loeb (1888年）, Ewald, (1892年）， Solomon (1907i-f), During (1912年）, Hasse!balch 
(1912年）氏等ハ瓦斯代謝ノ充進ハ日光世ニ紫外線ノタメデ起ル直接作用デハナク， 光 ノ刺戟ノ








モノデ Paul,Lieb竺sny氏等 (1920年）ハ犬ニ蛋白ヲ主ト シタ飼料ヲ興へ，＊銀石英慌テ照射ヲ
行ツタ所，窒素及Lクレアチン寸ノ排i!ノ減少ヲ認メタ。 Koenigfelcl氏(19:n年）ハ人柑＝石英蛾
ス円4 日本外科資凪第 12谷第 1 披
！何射ヲ行ヒ，初メ1-'.Z日ハ窒素排他量ノ増加ヲ認メシモ爾後排出1量ノ減少スルヲ知ツタ。吉上
氏(19:2,1(手）ハ紫外線ノ弱l照射ハ窒素排他量ノ減少ヲ，強l照射ノ際エハ窒素排池量ノ増加ヲ招来
スルヲ報告シ、 Wiener氏 (1925年）ハ人関＝就テ紫外線照射ハ窒素 ノ：蓄積ヲ来シ，同時＝燐酸
及ピ尿中Mr'.Hl ノ f)~池量ノ減少スルヲ認メタ。 Pincus，，－.~n 氏 (1921,1924年）ハ感光剤ヲ輿ヘタ動物
ニ紫外線ヲj照射シテ，一般新陳代謝ノ充進ヲ＊シ．特ニ成中線、空素排池量ノ増加，尿酸蛇ニLア










テ治療的＝意義アル コトデアJレ。 1906年 Oernm氏ハ次兎＝枕キ暗所及赤色光線＝テハ赤血球
及血色素ノ減少ヲ＊シ． 繍散光線エテハコレ等ノ上曾加ヲ認メタ。 ス日光浴エヨ ツテ Tisson, 
Ti！巴te氏等ハ血色素ノl曾IJlヲ， Len lei氏ハ赤血球及白血球ノ増加ア， Hass巴IbachL＼：ハ血色素
ガ酸素ト強ク結合シテルコトヲ認メ九日05f！三出Liilapher氏ハ血液ヲ日光ェ爆ストキハ血液ハ
日光ノしヱヰル￥一寸ヲl扱lf＇.（シ，後コレ ヲl暗所ニ世クトキハ再ビιtLヱヰルギ＿－，ヲ護散ス1レカラ





























護汗作月j。日光ill-~、淋巴管ヲ横大シテ共流出ヲ盛ンニシ著シ ク護れ二ヲ促ス作Jij ガア yレ。 コ レ
ハーツハ日光浴ノ際＝受ケル熱ノタメデアノレガ叉日光ガ直接ニ汗腺ヲ刺戟スル結果ト思ハレル。




レfレ。又 Rachitis ハ日光 ノ不十分ナル所・ニ住ンデfl'}Jレ人ニ多イ a 又｜政洲大戦 ノ際fijj~国軍曹ハ











:J6(j 日 本外科資嗣 第 l~ 谷第 1 君主
ノレ。骨髄炎ニヨリ生ゼシ腐骨，骨結縁ニヨル壊死骨片ノ排出，共他結按性エヨル乾酪性＝努化
セル組織ノ排出ヲ促ガス。


















中ニしメ ラニン寸ノ分解物ヲ読Ufjシ得タモノハナイ。 Bier, Kisch氏等ハ熱線ェヨツテ充血カ起
リ， ソノタメノ放県テアル ト云フモ一般ニハ信ゼラレナイ。前遁ノ如ク Schlagfer氏ハ一度血
液ェ吸牧サレタしヱヰルギ＿，ガ再ビ護散シテコレガソノ放ヲ現ハスモノテ アールト説明シテル。
九lal .~，\I 氏ハ窓員ノ乾板ノkニ人ヲ臥カセ日光カ＇J'l: ノ胸廓全部ヲ通過セナケ レパ乾板ニ作HI シ
得ナイ様ニシタ後強イ日光ヲ！照シテ見タ所途ニソノ乾板ガ感光シタ。氏等ハ此ノ少坑ナガラモ
人関ヲ通過ス 1レ所ノ日光ガ共交主力ヲアラハスモ ノテアル ト云ツテオル。叉白Ii~ ノ；如ク 日光ニヨ
ツテ身膿細胞内ノ新陳代謝機能ガ住ンニナルコトハ疑ヒノナイ所デ，コレが宿病 k右数デアル。































































I 3 ! 5分間 ！ ！ 
！ ” i 10分間 I 5分間 ｜ 
I , I 15分間 I 10分間 i 
I , 1 20分間 I 15分間 ！ 
! ,, I 25分間 I 20分間 ｜ 
I , ! :o分間 I 25 ・,J間 ｜ 
｜ ” i 35分間 j :10分間 i 
｜ ” ｜ 1時間全身 ! 
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Bernhard, Jesionek H：等ハ外科的疾患ノアルモ ノハ初メ只忠部ノミ 日光浴ヲ施シ，此部分ガ
強ク着色シタ時j白々他ノ部分ニ日光浴ヲ行ハシメ＇＂持ニシテオル。
日光療法ノJ.li!.{1範園。
Jtl向車，＇；N。Lupws. ハノkケ持続スル必要カ、アル。 Skrofuloderma,Erzthema induratum Bazin 
等＝モ有数デアル。
淋巴腺結該。コレニハ Lレ ン トう「ン「 ~J~ ノ放射ガヨイ力、コレノナイ川テハ日光浴ヲ行ツテヨ
f，殊ニ痩管ノアルモノニハ有殻デアル。
I訪j節結核。 i持~？前占核 ノ日光療法力、他 ノ治時法＝比シテ勝レタ黒~ハ種々アル。 印チ（！）日光療
法ハ全身ノ（援護ヲ良好ナラシメ，抵抗力ヲ高メ．手術方法ノ如キ出血ヲ＊サナイ。 I:2）疹痛ガ
容易＝消失スル。 13）閥Miノ弧直ヲ起サナイコトガ多イ。 （心筋肉 ノ萎縮ガ起 ラナイ。共他次ニ
掲ゲルモノニハ皆有数デアル。脊惟Lカリヱス寸，f'盤Lカリヱス1肋骨 Lカリヱス寸，胸骨Lカ
リヱス「，頭蓋骨結按，風林，腹膜結核，腸結桜，腎祉ニ勝脱結｛九 時痩， 町Ii結核， ！峡病質，複
郊H
，月．軟化症，）＇］ 古，Lテタヌス1等。
日光療法ノ！？二号、。温度ニ行ツテハ却ツテイT害 トナYレ。 特ニ抵抗力ノ減 ジタ トキハ行ツテハナ
ラヌ。叉急性肺炎，急性肋膜炎及ピ排IJ良ガ‘ノKク織偵シテLアミロイド寸鑓性ガアル ト考ヘラレル
様ナ揚合蛇ニ心臓疾患ノアルモノニハ行ツテハナラヌ。ス市1[京：；y’｛ノ患者ハ時ニ安！｜民ヲ妨ケラレ
fレ。 コレ等ハi声々ニナラシテ後日光浴ヲ行フ方カ、ヨイ。 j七1也日光療法施行後ニ頭痛， H匝心，棺
土屋日光療法 369 
温上昇及不眠等ガアルトキハ注意究要スル。
結論。前述ノ如ク日光療法ハ種々ノ疾患殊＝外科的結按＝著シイ放果ノアルモノデアル。 ノ
ミナラズ経済的＝モ僚件ガ良ィ。ヨツテ照射法ヲヨク理解シテ十分ノ注意ヲ用ヒテコレヲ行ヘ
バ相官ノ殻果ヲ牧メfレコトカボ出来得Fレ。然シ寅際＝行フニ首ツテ日照時ノ少イコトハ甚ダ遺憾
ナコトデアル。
、
